


第 l章

地震の概要

1 宝塚市の自然状況

宝塚市の広ぼうは、東西12.8km、南北21.l km、面

梢101.89k而である。市域は、南北に長く伸び、北摂

山地及び六甲山地の 2つの山地並びに山麗扇状地と

しての武hl［平野で形成されている。その平野部の中

央を南北に母なる武耶川の消流が貰流し、市民に四

季折々の自然の潤いを与えている。

東はJII西市、猪名川町、南は西宮市、伊丹市、さ

らに西は神戸市、三田市にそれぞれ接している。ま

た、市域内の小林西山地区は標甜571m、嵩司地区

は19111と標渇差の大きい地形となっている。

地質は、北摂山地では有馬陪群、六甲山地では花

こう岩で構成されており 、南部の平野では、主に段

丘．I名、大阪層群及び沖利't}習から構成されている。水

系は、武服川及び猪名川に分かれている。

図 1 宝塚市の位置
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（「宝塚市史」）

気候は、南部地域と北部地域とでは差異が認めら

れ、南部地域が温和謀雨の瀬戸内型気候であるのに

対し、北部地域は大陸型気候に近い。南部地域では、

年平均気温は摂氏15度、年間降雨址は 1,300~

1,500mmに達する。

(1) 宝塚の地形、地盤の特性

• 南北に長い市域は、北部の北摂山地と西南部の六

甲山地の 2つの山地と 、武廊川を中心とした南部の

武廊平野に地形が区分される。

① 北摂山地

北摂山地は、古生層や第三紀流紋岩類で構成され

る山地であり、十万辻断9愚、 中山継陪、南限を有馬

ー南槻構造線が走っている。

北摂山地は、 市域の約 8割を占め、北の西谷地域

と南の長尾山地に分けることができる。

図2 宝塚市周辺の接峰面図

※ 等高線は30m間隔。（「宝塚市史」）
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ア西谷地域

西谷地域は、市域の北部に位骰し、その端の香合

新田の地域蔽麻485.3mの山と周辺の450111前後の山

及び南の459.4Illの古宝lllの350m前後の似通った翡

さの111々が続く武匝JI!水系、 1者名111水系 2つの水系

からなる風光llJl釧な山地である。

これらのIl_l々に1月まれた広い谷llrJの低地に香合新

田、上佐苦利、下佐’苫利、長谷、大原野、波豆、悦野、

玉瀬、切畑等の集落が点在している。

イ 長尾山地

長尾11地域は、大峰山の北に十万釦折刑、南に中

山断I名が、その南に長）迅山地111前を有馬一高槻構造

図3 宝塚地方地阿図
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線の断！昴が東西に走っている。

長尾山地には、地域最閻峰552.4 111の大峰l』をは

じめ、 476.5111の検見山、 478.2111の中山など400111

を超える山々が連な っている。

長尾山地の東部は、川西市との市境付近から7,•5度

を下げて、 1者名川水系の山地となる。 また長尾l1l地

域の南山麗に沿って武躯平野に接し川而、米谷、中

山寺、中筋、山本、平井などの家なみが古くからある。

長尾山地の西部は谷が深く 300111以上に切り 立っ

た怠厖の下、西宮市との市境を武肌川が蛇行してい

る。

② 六甲山地

。
.: K→ 

六甲山地は、 宝塚市、西宮市、

芦J至市、神戸市にわたるl|-1地で、

後期中生代の火成活動の一玖'iであ

る花こう岩類からできており、古

生附や流絞岩類で構成される北摂

山地と山地成立の辿いがある。

六甲山地の東端、488.9111の岩

倉山を中心とする花こう岩地で、

市域最高峰571111のほか、 500111を

超す山が辿なり 、武EI1JII水系の1J」

地となる。

自然珠壕に恵まれているため、

蔵人、小林などの北落が古くから

発達している。

が11山地も断10が多い。

六甲山地の北側には布馬一高槻

構造線 （六甲断府ともいう 。）が、

その南側には五助橋11frlr1などがあ

り、この大きな 2つの断IMの間に

六甲山地がある。

③ 武即平野

武ilt平野は、北を北摂山地、 西

を六甲山地に、東は1者名川、南は

大阪湾で形成された方形の平野で

ある。

武Eli平野は、次の台地、扇状地

などに、分けることができる。

ア 武庫川左岸台地

宝塚市街地北部の翡度50-60111

．， の河岸段丘からなり、北部、東部

笠l:：l邸 II紺 には山地に続く斜而地も見られる。
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イ 武庫川右岸台地

地形は武附川右岸沿いに硲度100~50mで低下す

る河岸段fi・・からなり、北部を塩谷川が、中部を逆瀬

川が谷を刻む。

ウ伊丹台地

宝塚市南東部から伊・丹市に広がる高度40~20mの

台地で、束を猪名川、西を武躯川に限られている。

台地上には溜池があり 、北から流れる川沿いに浅い

起伏が見られる。

工東部低地

阪怠、 JR、国道176号などが通じる束西方向の

この地幣は、東部は北摂山地と伊丹台地に袂まれた

浅い谷から、西部に伊丹台地に続く扇状地からなる。

東部では最明寺川が東に流れ、西部にはiffi池が分布

する。このような北摂山地南麓を東西に続く浅い谷

は布馬一窃槻構造線に沿って形成されたもので、そ

の北緑と南縁は断府で境となっていると考えられる。

オ 武庫川扇状地

主に逆瀬川との合流部より」；流に発達し、下流で

は堤防沿いに絹II長く分布する。

力 逆瀬川扇状地

武躯川右岸台地を刻む逆瀬川は、上流域の六甲山

地の斜而崩壊が活発で、下流域に扇状地を形成する。

地牧は空隙の多い礫析からなる。

キ武庫川低地

この地区は武Jj_1！川両岸の自然提防と台地に挟まれ

た低湿な氾濫源からなる。

ク仁川扇状地

武肌川低地を横断する仁川は、上流域の六甲UI地

の斜而崩壊により下流域に扇状地を形成し、天井川

となっている。地質は空隙の多い砂礫IMからなり、

扇状地構造が未発達で武服川低地を簿＜被っている。

④ 武Iiiり11

2つの山地に多くの支流を持ち、武廊平野を南下

する武hlt川は、丹波の篠山盆地の南部に源を発し、

三田盆地を流下、北摂山地に深い峡谷を刻んで南東

に流下、西谷地域の羽束川、波豆川、川下川、 1曽川

を合流して武廊平野に、北摂山地の長谷、切畑など

山1illの低部に谷中分水界があり 、武hlt川水系でなく

一部は猪名川水系のものとなっている。

さらに南下、太多田川、長尾山地の惣川と合流し

武叫平野を流下、六甲山地から逆瀬川、仁川など鼓

尾山地から荒神川などを合流、伊丹市で天王寺川と

図4 武庫川流域の2級河川水系

合流し大阪約にそそいでいる。

平野部の武躯川はたぴたぴ氾濫を起こし流路を変

えていたが、 図龍地域の砂防工事などで、扇状地、

三角州の発達はとどまっている。

(2) 都市活動の形態

宝塚市は兵｝訊県南東部に位骰し、宝塚歌劇、宝塚

温呆、消荒神、中山寺、阪神競馬楊等で代表される

観光都市として、また、神戸、大阪近郊の住宅都市

として発殷してきている。

市域の北部はゴルフ場が多 く、 農業が中心であり 、

南部に市街地がある。主に住宅地で、蔽」．．業が少な

い造園業等が盛んである。

また市街地の秤後には、緑豊かな六甲、長尾の山々

が辿なり、良好な住宅都市を形成している。

これらの山々は市街地の近郊にあって、1枚歩、ハ

ィキングなど！」々の生活に溶け込み、市民生活にう

るおいとやすらぎを与え、人間生活に欠くことので

きない伐廊な財迎であるが、住宅建設、高速道路な

ど都市化の進屈にともない、山地の開発が進み自然

環境保護が問題となっている。

2 人口の推移

平成 7年 1月1日現在、市域の人口は、 20万6.641
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人7万3.120憔帯で、人口密度は、 1 k出当たり 2.028

人で、年々高くなってきているが、古い市街地では、

人口の減少や高齢化、建築物の老朽化が進んでいる。

宝塚市の人口推移

年 人口 iII：帯数 人口花消t備 考

昭和61 197.493 64. 134 1,938 椎 計 人 口

昭手1162 199.761 65.235 1.961 ケ

昭牙1163 201.318 66.130 1.976 ク

平成 1 201. 727 66.838 1.980 ，，， 

平成 2 201. 862 67.922 1.981 第 15回国勢糊査

平成3 203.536 69.432 1.998 椎 引・ 人 口

平成4 204.552 70.477 2.008 ク

平成 5 205.207 71.558 2.01'1 ，' 

平成6 206.140 72.798 2.023 ', 

平成7 202.544 71.363 1.988 第 161!.!I国勢湖究

※ 各年IOJ-l1 LI現在。

※ 人口花：度は lk出当たり。

3 人口等の主要指標

主要指標

項 Id 年次 全 rli

IUI 梢 H7. IO. I 101. 89knf 

人 口 7. JO. I 202.544 

恨帯数 7.10.1 71.363 

人口増加数 7 年 △ 1.193 

65歳以上人口 7.10.1 25.353 

65歳以上人口比率％ 7.10. I 12.5 

却川人口比率％ 2.JO. I 74. I 

人口集中地区面梢K益 7. JO. I 23./4k品

人口集中地区人口 7..10.1 191. 774 

益録外国人数 7. 12末 3. 4 4 6 

事業所数 3. 7. I 5.400 

従業者数 3. 7.1 46.439 

工業事業所数(4人以上） 7. 12末 127 

4 地震の概要

1995年（平成 7年） 1月17日秋）午前 5時46分、兵躯

県淡路島北部を従源とする大地袋が発生し、阪神 ・

淡路北部を直繋した。この地従は、関西地方を中心

に東は関東、西は九州まで揺れを感じた。気象庁は、

この地縦を「1995年兵府県南部地袋」と命名した。

＠ 縦源地淡路島北部北綿 34.36分

東経 135.03分

深さ 14km 

＠ 箆度 7 （マグニチュ ー ド7.2) 

日本の内陸部で発生した直下型地徒では、 1943年

の島取地捉 (M7.2)、1948年の福井地炭 (M7.l) 

からほぼ半世紀ぶりの大地従である。

この地従による披害は兵肱県を中心に阪神地域一

円にわたり、特に従源地に近い淡路島北西部や神戸

市、芦産市、西宮市、宝塚市等において多数の人命

が失われるとともに、住宅、ピル、 工場、鉄道、ガス、

水道等に甚大な被害をもたらした。

本地簗はその被害が極めて大きかったことから、

マスコミは「阪神大旋災」と称し、政府は 「阪神・淡

路大災災」の名称を使用することを 1狙識で決定した。

項 l」 年次 令 Ili

製造品出荷領等（万円） H7.12末 12.975.031 

卸売業1尚1占数 6. 7.1 110 

小売架商店数 6. 7.1 1.624 

一般飲食店数 4.10. I 597 

卸売業年間販売額（万円） 6. 7. I 4.576.426 

小売業年IIIJJ販売額（万円） 6. 7. I 15.907.699 

一般飲食l占年間販売額（万円） LIO.I 1,518.639 

住宅総数（棟） 6. I. I 50.815 

生ifi保股1財i'i数 7. 3末 ~88 

保育所桔骰人U 7.10末 1.236 

幼稚l閑児数 7. 5. I 3.401 

小学校児煎数 7. 5.1 13.857 

中学校生徒数 7, 5.1 6.922 



＠ 各地の箆度

碇度7:神戸市須磨区～西宮市（幅約 1km、

長さ約20kmの一帯）淡路局の北淡

町 ・一宮町 ・油名町の一部、宝塚市

の一部

従度6:神戸（上記の箆度7の地域を除く） ．

洲本

箆度 5:京都 ・彦根 ・幾岡

裳度4:大阪 ・舞勧 ・和歌山 ・奈良 ・姫路 ・

禅 • 岡山等
--------------------l r 
霰度7 （激震）は 1948年 6月28日の 1

：福井地従 (M7.1) により設定された：

I 

l 
ものであるが、この地従では気象庁の 1

1観測史上初めて震度 7を記録した。 1 

L--------------------l 

5 地震の特徴

兵躯県の災害対策本部によると 、今回の地従の特

徴として、次の点を挙げている。

＠ 人口350万人余が密集し、我が国の経済活動の

中枢を担う淡路北部から神戸市及び阪神地域の直

下で発生した内陸 ・都市直下型地震であった。

＠ 地下深さ14kmという比較的浅い部分で発生し、

断陪が横にずれることにより起こったもので、大き

なエネルギーが一挙に開放されるタイプであった。

このため、地裳の継続時間が短い反面、振幅が最大

18cmと観測史上最大になるという強い揺れを観測し

た。

6 被害の特徴

(1) 大都市を直繋した地殿のため、咆気、水道、ガ

スなど被害が広範囲になるとともに、新幹線、嵩

速道路、新交通システム、都市間交通 ・地下鉄が

損壊し、生活必需基盤（ライフライン）に壊滅的

な打撃を与えた。

(2) 古い木造住宅の密集した地域において、地箆に

よる大規模な倒壊、火災が発生し、特に、神戸市

兵庫区、長田区などでは大火災が多発した。

(3) 戦後50年間、近畿には特に大きい地箆がなく、

各分野において緊急事態への備えが十分であった

とはいえないか、未噛有の大霞災により災害の規

模が広がった。神戸 ・阪神地域という我が国有数

の人口密集地に発生したため、最大31万人を超え

る住民が避難所での生活を余倣なくされた。

7 死 ・負傷者

兵廊県南部を直撃したこの地霰は、各地に未曽有

の被害をもたらした。この地旋で死者は6,279名、（平

成 8年 2月6日現在）負傷者3万4.900人が（平成

8年 2月6日現在）が被災した。

宝塚市においては、死者118人（男43人、女75人）（平

成 8年 6月4日現在）、負術者2,201人（重傷60人、

軽傷2.141人） （平成8年 1月22日現在）で、死術者

の多くは倒壊した建物等の下敷き等に よる圧死で

あった。また、聯い命を数多く奪っただけでなく 、

家屋、鉄道、道路、各施設を破壊し、ライフライン

に壊滅的な打撃を与えた。

8 余震の状況

1月17日～26日までに起きた人体に有感する余従は、

次表のように計116回に及んだ。

(1) 気象官署における最大厖度別有感余震

回数 （本霰後10日間）

こ＼ミ父 1 2 3 4 合計

1月17日 23 27 7 4 61 

l8EI II 3 3 

゜
17 

19日 6 4 3 

゜
l3 

20日 3 2 I 

゜
6 

21日 4 

゜
l 

゜
5 

221:1 2 

゜゜゜
2 

23日 I I 2 

゜
4 

24日

゜
I 

゜゜
l 

25日 1 2 

゜
I 4 

261:l 3 

゜゜゜
3 

合 R I • 54 40 17 5 116 

震度4の余袋 1月17日午前 5時49分 神戸

1月17日午前5時52分 神戸

1月17日午前 7時38分 奈良

1月17日午前 8時58分 神戸

1月25日午後11時16分 神戸

※臨時観ijlil点の従度を除く

第 1章 地震の概要 17



図5 本震の震度分布図

兵庫県南部地孟
震原時 1995年 1月17日午前5時46分
震源淡路島

北緯34度35.6分 東 経135度2.1分
深さ14km

マグニチュード7.2

■本震の震度分布図

1気岳宮苫LJ9iて気象庁か観渕した裳梃4：人上の観涙：点
芍沖島は翌！芦観、且・占

笙度の仕、耳旭：サ；1-で‘gntにふる

,•さ t;’.9.＇叫t ：こコ迂の加返陵閃U月から笏度を53出・

各地の震度

n
v
 

.! •直和． ク 1/l. f~只．‘ぷさ3-·点：さこ
6 ●バ3と． ，ヽ：

• ■,;::求． ~b,;. •I';'=: 
!.．苅：：．磁・； ＿ぇ I3· 韮エ記．．l•...t1'. ?_,•~ . 

親祁．ャ；t．出-逗 柑：丸：、
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ゥ“史ぷ ． 知泣— Y ぷ℃•r ..刀 V -瞑口の分布 （気象庁の現地調査）

゜

■被害状況 平成8~2月68現在
災害救助法指定市町穀 10市 10町

死者数 6,279名

負傷者数 34.900名
行方不明 2名

全壊家屋 99,996棟
（頚を含む） 188,068世帯

半壊家屋 100.166棟

（半現を含む） 227.591世帯

NA
 ＜ご二＞震度7の地域
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(2) 気象官署のとった措置（大阪管区気象台）
7時00分非常災害対策本部設置

7時08分地箆情報第4号発表

5時46分緊急作業開始

5時48分 「強い揺れの通知」自動発信

5時49分霞源決定

5時50分津波注意報を発表（ツナミナシ）

（気象官署以外の震度4以上の観測点追加）

7時46分地旋梢報第 5号発表 (7時38分の余霞）

23時00分 本庁地箆機動観測班と合同で被害調査及

び殷度計設協のため、神戸へ出発

5時52分 各地の従度について、ジシン絹集報発信

5時55分地箆情報第 1号発表 9 過去の地震
5時59分地霰情報第 2号発表（箆度追加）

6時13分 地震l肖報第 3号発表（神戸の従度追加） (1) 日本での主な地腐 （明治以降）

地 従 年 月 マグニチュード 被 咎 状 況

濃 尾 地 叩恥 1891.10.28 M8.0 内陸地碇としては最大のもの。建物全壊14万余戸、半壊8万余戸、死

者7,273人

東京洵北部地従 1894. 6.20 M7.0 東京、横浜の被筈が大きかった。 神田 • 本所 ・ 深／ 1 1で全半壊の家屋多
数。取京で死者24人。9川崎 ・横浜で死者7人。この地震で銀座のレン

ガ街が崩れた。

関束大縦災 1923. 9. I M7.9 地従後火災が発生し被也を大きくした。死者不明14万 2千余人、家屋

全半壊25万 4千余戸、焼失44万 7千余戸。

北但 罵 地 震 J925. 5.23 M6.8 円lII川中心に死者428人。地従ij"1振幅は関東大従災の62ミリを超える84

ミリを記録した。

北丹 後 地 従 1927. 3. 7 M7.3 若狭洲中央が従源地の大地碇。死者2.925人。全壊家腟は］2.584戸。

,I .:'•J I 取 地 9恥E； 1943. 9. 10 M7.2 島取市 ・大馬座に出演中の役者 ・大谷友右衛r'］など死者J.083人。

束 r令i海地笈 1944.12.7 M7.9 静岡 • 愛知 ・ 三重などで死者不明］ ． 223人。 全壊家届 1 万 7 千余戸。

河 地 9如E 19'15. 1. 13 M6.8 震源地は渥美粥。 中部 • 関東 ・ 近畿 ・ 四国の一祁と広範囲にわたる。

死者2,306人。

南 海 地 廃 1946.12.21 M8.0 近畿 ・中国 ・四国から東海迫方面に被也が及んだ。死者］．330人。

福 井 地 ，々'` 1948. 6.28 M7.I 直下型地従で福井市の家屋全壊3万 6千余戸。 同刑務所の収容者60人

が逃走。死者3.769人。

十勝沖地謀 1952. 3. 4 M8.2 捉源地は憬裳岬束方海底。日高・十勝・釧路方面の被害甚大。死者28人。

新 潟 地 勺IJ̀ 1964. 6.16 M7.5 同市内 ・昭和石油の石i1l1タンク爆発、昭和大橋が落橋などの被咎。死

者26人。

1968年十勝沖地震 1968. 5. 16. M7.9 地従の規模が関東大従災級。北海道 ・東北が被唐。死者52人。八戸で

7,000トン級の外国船が座礁。コンクリート造り建築の被魯が目立った。

伊豆半島沖地従 1974. 5. 9 M6.9 伊豆半島南部沖で発生。死者不明30人。家座全壊134戸。 同半壊240戸。

伊豆大島近海地従 1978. I. 14 M7.0 伊豆天城湯ケ島町の鉱業所のシアン化合物が川 ・湾に流1.1:1。死者25人。

当日午前、気象庁から地従梢勢が出されていた。

宮城県沖地捉 1978. 6.12 M7.4 仙台市を中心に住宅地のプロック塀の側壊が綬出し問題化。死者28人。

日本海中部地捉 」983.5.26 M7.7 秋田 ・男鹿市の加茂海岸で禅彼により返足の小学生ら死者104人。

釧路 沖 地 笈 1993. I.15 M7.8 従度 6を11年ぶりに記録。死者 2人。ケガ人約1,000人。北海道束部

では 4万 7千戸が停砲。

北海道南西沖地碇 1993. 7. 12 M7.8 奥尻島などに津波。死者202人。 日本海で発生した地碇では史上最大

規模。

北海道東方沖地裳 1994.10. 4 M8.l 国後、択捉 ・歯妍、色丹の北方4島で大きな被宮。根室市内では40人

が負傷。

三陸はるか沖地梃 ]994. 12. 28 M7.5 八戸市中心に被審。死者2人。岩手県内で200人以上がケガ。'i'f森県

と岩手県で約7万戸が停咆。

出典 ：毎日新聞社「阪神大従災全記録」による。
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(2) 近畿地方に被害をもたらした1900年以

降の主な地厖 (M6以上、人的被雹を伴っ

た地震）

1900年以降発生した地炭は、次表のとおり llに及

び、死亡者総数］万631人全壊家）室 8)i9.222に及ぶ

被相を近畿地方に与えている。 ／
 

宣

□o 
8
 

C)6 

た

゜
50 100km 

C)7 

， 
地 i，足 ，，r JJ マグニ・fュード 蔽 )＜ 捉 1文 被店状況

I i」:i農 (~iiiII I) J也i)足 1909. 8. 1~ M6.8 VI :彦根、岐．Iiし クじ者41人・負傷者784人

家届全壊978

2 J¥. li)7. ¥',¥，トii·;~: 1916.11.26 M6. I IV :大阪、徳島 死者 1人 ・負傷者 5人

家！袷全J裂3

3 北但馬地旋 1025. 5.23 M6.8 VI : '~'：岡 死者465人 ・負傷井1.106人

家届全壊I.733 

4 北丹後地姦 1927. 3. 7 M7.3 VI :臼津、党岡 死者2.925人 ・i14り者7,806人
家l1令全壊5.026

5 •,'···,) , 取 地 淀 1943. 9. 10 M7.2 VI :、鳥取 死者1,083人 ・i'lit:；者3.259人
家J3経全壊7.485

6 束 1ijiiが地 紺 1 9 4 4. 1 2. 7 M7.9 VI : i,I!'、i雑前1枇t 死者998人 ・i'lib者3,059人
tl:．家全壊26.130

7 南 湘 地 ・',.8 `  1946.12.21 M8.0 ¥I: ii'Jll卿、）t筋、橿原、徳島、洲本、 死者1.330人 ・負傷者3,842人
彦根、1i:j知、津、境、 i,：:j松 家）痒令壊11.591

8 手II：V;111翡し怜jJ↓・剖B 1948. 6.15 MG.7 IV : -tll秋ill、神戸、人阪、淵l岬、 J心簡、 死者 2 人 ・ 1J!1~者33人

洲本、伊良湖、似原、 立戸岬 家届倒壊60

， 幅 JI―. 地 b足 1 9 4 8. 6. 2 8 M7. I VI :福井 死者3,769人 ・負傷者22,203人

家）至令J炭36 . 1 8~人

10 古 !1 i・ 地 i，ビ 1952. 7. 18 M6.8 IV:檄原、京都、人阪、津、尾菊、神戸、 死者9人 ・fliu者136人
((l_ 111、電iflオミ、 J彦札し、 杭：i!/'(r、III.1i.I礼、 家）~J:全壊20
l;(iJIii、名古届、戯I;(,1、IIL|l:I 1|i、福井、

鳥取、和歌111、奈良

11 北 美濃 地 設 1961. 8.19 M7.0 IV :幅JI・・、 敦賀、 飯III、名古）盈、 ・舞鶴、 死者8人 ・れ1幼者43人
名It: 、 ~:I;{,"］、 f(l. lI I 住家全壊12

介科 ：気象庁 「災卯1寺地従 ・津被速報」
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